
コロナ禍における
初年次図書館演習の工夫

佐藤菊代、古谷野ありさ、川崎かおる（岩手医科大学附属図書館）



背景

「多職種連携のためのアカデミックリテラシー」での図書館演習

（全学部（医・歯・薬・看護学部）新入生を対象）

従来： 図書館内での資料探索演習を実施

感染リスク（館内での密集・密着、資料の共有）

２０２１年度以降： 座学型の講義方法を検討



従来の演習形式

前半（講義室）

OPAC検索方法をスライドで説明

後半（図書館）

２つの課題に取り組む

・所蔵情報を見て書架から図書を探す

・テーマ（疾患名）について詳しく書いて

ある図書を探す→



工夫

１．書架表示や請求記号順の図書の並び

→ 館内の写真を見せながら説明

２．キーワードの探し方

→ NLMC分類表でテーマに関連する図書を探す



テーマから分類の検討をつける

① 配布資料に分類表を追加

② ＮＬＭＣの中から分類を選ばせる

③ 分類記号から配架場所へ誘導



言葉の意味は「辞書

で調べる」基本はそ

のまま

ほとんどの学生が

分類を見つけられ

た！（＾-＾）



工夫

一連の動画を上映

所蔵情報 → 配架場所 → 書架

1.スマートフォンで動画撮影

2.無料の動画編集ソフトを使用

3.注目ポイントに字幕を追加（書架表示、見出しなど）



効果

• キーワード集めに比べ、NLMC分類表から図書のありかを予想する手段はシンプルで、学生

が理解しやすい。

• 従来の館内演習(B)は、出題テーマが1人ずつ異なるため難易度の差が生じることや、館員か

ら学生へ個別指導する方法の統一化が困難である等、解決が難しい面があったが、動画の上

映では誰もが同じ内容を一通り疑似体験することが可能。

• 従来の方法には無かった「やってみせる」が実現。

• NLMC分類表を用いた探し方や、動画での説明手段は、対象を限定せず利用者全般への利

用指導としても活用できる。

• （館員の意識）動画作成へのハードルが下がった。
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